
小 学 校

平 成13年 度

教 育 研 究 員 研 究 報 告 書

算 数

東 京 都 教 職 員 研 修 セ ン タ ー



平成13年 度

教 育 研 究 員 名 簿(算 数)

分科会 地 区 学 校 名 氏 名

低

学

年

○文 京

板 橋

葛 飾

八 王 子

青 梅

明 化

稲 荷 台

川 端

松 木

新 町

守 矢 俊 樹

森 下 香 子

柏 倉 君 子

笠 井 真紀子

小 坂 貴 子

上

学

年

○千 代 田

練 馬

立 川

小 平

東 大 和

九 段

田 柄 第 三

上 砂 川

小 平 第 十

第 五

杉 本 謙

熊 倉 勝

佐々木 香 子

矢 吹 俊 則

華 石 弘 平

第

5

学

年

○台 東

大 田

◎大 田

杉 並

日 野

田 原

池 上 第 二

入新 井第 二

富 士 見 丘

日 野 第 八

中 川 久 亨

宮 島 晴 美

瀬 下 清

江 橋 直 治

安 斎 美代子

第

6

学

年

江 東

世 田 谷

足 立

江 戸 川

○狛 江

東 砂

桜

千 寿 本 町

西 葛 西

狛 江 第 七

中 里 貴 子

鳥 居 洋 子

海老原 幸 子

小 用 昇

小 嶋 道 子

◎全体世話人
○分科会世話人

(担当)東 京都教職員研修センター統括指導主事 杉 原 栄 子



【算数科共通研究主題】

数学的な考え方を育てる指導の工夫

目 次

1数 についての感覚を育てる算数的活動の工夫 (低学年分科会)… …… 2

2児 童が自己評価を生かす学習活動の工夫 (上学年分科会)… …… 7

3子 どもの問いを生み出す指導の工夫 (第5学 年分科会)… ……13

4見 通 しをもち筋道立てて考え るよさを実感 させ る指導の工夫

(第6学 年分科会)… …・・19

(概 要)

算数科の目標は、数量や図形についての算数的活動を通 して、基礎的な知識と技能を身

に付け、日常の事象について見通しをもち筋道立てて考える能力を育てるとともに、活動の

楽しさや数理的な処理のよさに気付き、進んで生活に生かそうとする態度を育てることにあ

る。この目標を達成するためには、問題の解決の過程で数学的な考え方の育成を一層重視す

る必要性があると考えて標記の共通主題を設定 した。

研究を進めるに当たっては、4分 科会を編成し、各分科会が数学的な考え方の育成を目指

して、次の視点から数学的な考え方を育てる指導について、実践的に追究することにした。

○低学年分科会……数についての感覚を育て、その過程で数学的な考え方における「数 ・式

における考え」を育てるための算数的活動の工夫

○上学年分科会……児童が自己評価す る力を検討の場面の相互評価 によって高め、発展課

題を通して、さらに自己評価を生か していく学習過程の工夫

05学 年分科会……一人一人の問いをみんなで共有 し、それを問題と捉えさせることによ

って問題意識を育て、子 どもの問いを連続的に生み出す指導の工夫

06学 年分科会……構想メモの活用を通して見通しをもたせ、互いの考えを比較検討する

ことにより、考えることのよさを実感させる指導の工夫
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低学年分科会

数についての感覚を育てる算数的活動の工夫

1主 題設定の理由

平成14年 度か ら全面実施される小学校学習指導要領の第1学 年及び第2学 年の目標(1)

～(3)に は、『具体物を用いた活動な どを通 して、数 ・量 の大 きさ ・図形 についての感覚を

豊かにする』 ことが示 されている。

そ して、小学校学習指導要領解説算数編では、「低学年での学習において素朴な感覚を身

に付け、それを次第に豊かな感覚にし、それによって適切な判断や能率的な処理ができるよ

うにしていくことが重要である。」 また、第1学 年か ら 「具体物を用 いた活動な どを通 して

数につ いての感覚を豊かにする。」と、低学年の時期 に数 についての感覚 を育てる ことの重

要性が明記 されている。

低学年は、算数の入門期である。この時期の算数の学習では、算数への抵抗感や苦手意識

をもたせないように配慮 しなければな らない。児童が 「お もしろい!ま たや りたい!た のし

いな!… 」という気持ちをもてるようにしたい。

そこで、児童が 日常の算数の授業の中で、数 に対する興味 ・関心、親 しみをもち、身近な

ものに数を進んで用い、数についてのいろいろな見方 を身につけ、それ を活用する活動を通

して数についての感覚を育てたいと考えた。 この数 についての感覚を育てる過程で、数学的

な考え方 における 「数 ・式 における考え」を育てることができると考え、本主題を設定 した。

皿 研究のねらい

○ 数 と計算の学習 を、数 についての感覚 という視点か ら見直 し、数についての感覚を育て

る算数的活動の工夫 とその教材開発 をすすめる。

○ 検証授業を通 して、算数的活動の工夫が数 についての感覚を育てるために有効であった

かを明らかにする。

皿 研究の仮脱

授業の中に算数的活動を取 り入れるとき、

①数についての感覚を知る ・気付 くことに重点をおいた 「具体物を用いた活動」

②それを活用することに重点をおいた 「探求的な活動」

の二つ に分けて考え、指導内容によって①②を適切に区別 して行えば、数についての感覚を

育てる過程で数 ・式における考えに関する数学的な考え方が育つ と考えた。

N研 究の内容

1数 についての感覚のとらえ方

ある数を10の いくっ分 ・100の いくつ分 というように、単位 となる数のい くつ分と見

た り、2つ の数の和 ・差 ・積として見ることができた りと、数についていろいろな見方がで

きると、数のおもしろさや不思議さに気付き、数と親 しむことができるようになる。

そして、更に、数の数え方や計算の仕方を工夫す るときに、目的に応 じてそれにふさわ し

い数の見方をして、活用することができるようになるまで高めることが大切であると考えた。
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そ こで、本分科会では、数につ いての感覚を 「数を多面的に見 ることができること」 と、

とらえた。

2算 数的活動のと らえ方について

算数的活動 とは児童が 目的意識をもって取 り組む算数に関わ りのある様 々な活動 を意味

してお り、作業的 ・体験的な活動など手や身体 を使った外 的な活動 と、思考活動などの内

的な活動 も含 まれる。本分科会では、算数的活動の工夫として、

①数についての感覚を知る ・気付 くことに重点をおいた、具体物などを用いた活動

②それを活用することに重点をおいた、探求的な活動

の二つの場面か らとらえた。またその算数的活動 を通 して数や式 における考え を主とした

数学的な考え方に結びっ くと考 えた。そ こで数についての感覚を育てる算数的活動 を効果

的に授業にとり入れていきたいと考えた。

3蜘:つ いて 験考え方の関係
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数についての感覚 ① 知 る ・気 付 く 場 面1② 活 用 す る 場 面
1

・数を具体物などと 1年:魚 、花 ちょうなどを
結びつけてとらえ 1対1対 応で数える
る 〈具体物を使った活動〉

2年:お はじきやブロックなど

を10や100の まとま
りを作り数える。

〈具体物を用いた活動〉

・数の大きさや順序 1年:数 の線の上にいる動物が
についてとらえる 進んだ位置を数で表す、

講
2年:数 の線を使い大小や順序、

細 」が分かる。

・生活や身の回りに 1年:身 の回りの数探し。 1年:身 の回りの数をたしたり、

ある数をとらえる ・時 計 ・カ レンダー ・電 話 引いたりする
■

・車のナンバー ・リモコン

〈具体物を用いた活動〉

・残りの折り紙の数をしらべる

・拾ったどんぐりの合わせた数

2年:身 の回りにある数を数え を計算する
る 。 2年:身 の回りにある問題でかけ算
・袋詰めのお菓子の中身 を使う
・学校にあるブロック全部 ・机やいすの数

を数える ・グループの人数

〈具体物を用いた活動〉

・数を多面的にとら 1年:い くつといくつ 1年:繰 り上がりのあるたし算

える 7は3と4、2と5 ・6十7=6十4十3=10十3

〈具体物を用いた活動〉 2年 かけ算
(加怯的) 〈話し合い活動〉 (力日)3×7=3×(2十5)
(相対的) =3×2十3×5

(乗法的) (相)3×4は3×3よ り3大 きい

(乗)3×6を3×2×3と 見て
9×2、6x3

・数を概括的にとら 1年:繰 り上がりのたし算の 2年:3け たの計算の見積もり

える(見 積もり) 見積もり 284+342を200+300
3+9は10よ り大きい ととらえ答えは500よ り大きい

2年:1000ま での数 と考える
・袋の中身は何個ぐらい入ってい

るか
〈具体物を用いた活動〉
〈話し合吋舌動〉
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4数 についての感覚を溜識した学習計画

く事例① 第1学 年 単元 「10よりおおきいかず」〉

学 習 内 容 数についての感覚(算 数的活動の工夫)展 開(事 例)

(1)20ま で のかず

①10よ り大きいものの数え方・数の

書き方を理解する。

②11か ら20ま で の数の数え

方 ・書 き方 を理解する。

③20ま での数 の構成 と大小 を

理解する。

④数系列を理解す る。

(2)20よ りおお きいかず

⑤20よ り大 きい数の数 え方 を

理解す る。

⑥2位 数 の書 き表 し方の理解 と

空位0を 理解する。

⑦20よ り大 きい数の数え方の

理解 を深め る。

①知る・気付く場面

・数 を具体物 な どと結 びつ けて とらえる。

赤 とん ぼ、玉子、柿 な どを工夫 して

数 える。

①知る・気付 く場面

・数 を具体物な どと結びつけて とらえる。

いち ご、チ ョコを2と び ・5と びで数

える。

・大きさや順序 にっ いて とらえる。

10と2で1210と8で18

13よ り15の 方 が大きい。

①知る・気付く場面

・大きさや順序 について とらえる。

カー ドや数の線を使 って、数の順序

を理解す る。

①知る・気付く場面

・生活や身 の回 りにある数 と らえる。

切手 を10の かたま りを作 って数え る

②活用する場面

・数 を相対 的に見 る こと。

26は10が2と1が6な ど

①知る・気付く場面

・大 きさや順序についてと らえる。/
∠

0 1 2 3 :

垂

垂

10 11 12 13

20 21 22 23

30 31 32 33

40 41 42 43

50 51 52 53

T、 並 んでいる数字を見 て

きま りを見つ けまし ょう。

C1、 順番 に並んでる。

C2、 横 に見 る と一 の位 は1

ず つ増えている。

C3、 横 に見 ると十 の位 は

同じだ。

C4.縦 に見 ると一 の位 は

同 じだ。

C5、 縦 に見 ると十の位は

1ず っ増えている。

C6、 おも しろいな。

C7、 カ レンダーに もき まり

があるみたい。

↓
数の順番 につ いて とらえる

ことがで きる。

↓
考:10を 単 位 と した数の

見方ができるよ うにな

る。

59ま での数表を見てきま りを見つ ける。
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〈事例② 第2学 年 単元 「1000ま での数 」〉

(1)数 のあらわしかた

①1000未 満の数の数え方、唱え方

や書き方を理解する。

②3位 数の位 取りの原理を理解す

る。

③空位のある3位 数の記数 法を理

解する。

④3位 数の位取りの原理の理解を深

める。

⑤1000未 満 の数の構成 について

理解する。

⑥数 の相対的な大きさについて理

解する。

数についての感覚(算 数的活動の工夫)

①知 る・気 付 く場 面

・生活や 身 の回 りにある数をとらえる。

・数 を具 体物などと結びつ けてとらえる。

・数 の大 きさや順 序 につ いてとらえる。

T、 後で、どのよっに

数 えたかわかるように、

工夫して数 を数えましょう。

C1、1つ ずつ数 える

C2、2つ ず つ数える(2と び)

C3、5つ ず つ数 える(5と び)

C4、10ず つ数 える

(10の まとまりをつ くる。)

C5、10の まとまりを10つ くって

100に して数 える。

あ らか じめ数 えてお いた

・数 え棒

・ブ ロ ック

・お は じき

・お金

・袋 入 りのお 菓子 等 の

具体 物 を数 える算数 的活動 を

取 り入 れ る。

②活用 する場 面

・数 を多面 的にとらえる。

例 、10が10こ で100

200は10が20こ

T、10を14こ 集 めた

数 は い くつ で しょう。

C1、10・20と10ず っ

数 えて140
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⑦1000未 満 の数 の系列 順序 、

大小 にっ いて理解する。

⑧1000の 構成 、数 の読 み方 、

書き方を理解す る。

(2)な ん十 、なん百の計算

⑨10を 単位 とする数 の構 成 に着 目

した加 減 計 算 のしかたを理解 し、

計算 できる。

⑩1000,10,1を 単 位 とす る数 の

構 成 に着 目した加 減 計 算 のしか

たを理解 し、その計算 ができる。

①知 る・気 付く場 面

・数 の大 きさや順 序 について

と らえ る。

② 活用す る場 面

・数 を多 面的 にとらえる。

例 、100が10こ で1000

②活用する場面

・数を多 面的 に

C2、20。40…100・

120と 数 え て140

C3、50・100と

数 え て140

C4、10が10こ で

100

あ と40で140

とらえる。 具体物などを用いた算数的活動

1

模擬貨幣(10円 玉)ま たは

数カー ドを実際に自分で操作 し

て、考える。

数に対する感覚が育つ

1
10の 集 ま りに目をつ けて 、数 を

相対 的 に見 られ るよ うにな る。

表:数 を10を 単 位 と した見方 で表

す ことがで き る。

考:10を 単位 と した数 の見方 がで

きるよ うにな る。

V研 究 の成果 と今後 の課題

1研 究 の成果

(1)数 につ いての感 覚 は、児 童がr数 の意 味や 表 し方 につ いての理 解 を深 めた り』 『計算

の仕 方 を工 夫 した り』『結 果 の確 かめ を した り』 す る ときに重 要な はた らきをす る こ と

が分 か った。

(2)数 につ いて の感覚が 育つ ことによ り、児 童 は 自分た ちが気付 いた見 方 を使 ってみ よ う

とした り、新た な見方 を さ らに見 出そ うと した りす るよ うにな った 。 また 、 「いろ いろ

な見 方が あって お もしろい」 な ど学習 意欲 が高 まった。

(3)数 について の感覚 を育て る こ とを意 図 して算 数的活 動 を行 うとき、数 につ いての感覚

を知 る ・気付 く活動 と、そ れ を活用 す る活動 とに分 けて教材分 析 をす る ことによ り、数

につ いて の感覚 を明確 にと らえ る ことがで きた 。

2今 後 の課題

(1)各 単元 にお いて 、数 について の感覚 を知 る ・気付 くた めの活動 と、そ れ を活 用す るた

めの活動 をさ らに工夫 して い く。

(2)数 につ いて の感覚 は、全 ての児 童 に一様 に育 つ もので はな い。そ の ため 、個 に応 じた

手 だて を考 えて い くことが必 要 であ る。
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上学年分科会

児童が自己評価を生かす学習活動の工夫

1主 題設定の理由

算数の学習における児童の実態を見てみると、 「わか りたい」 という意欲があり、わか っ

たときに楽しさや喜びを感 じている。 しかし、自分の考え方 を振 り返る経験が少なく、 これ

まで学んだ内容や考え方 を次の学習に生か し切れていない という課題がある。 この裏には、

教師の側 にも 「振 り返 りの場 を十分に設定 していない」 「振 り返 りのための観点を明確に示

していない」 「肯定的な評価や、よ りよい学習につなげるための支援が不足 している」 とい

う課題があることを容易に推測できる。

本分科会では、児童が、学習の取 り組みを振 り返 りなが ら、 自ら学び、思考力 ・判断力 ・

表現力を身につけていくような 自立 して学べる児童を育てたいと考えた。

そのためには 「児童が学習の取 り組みを振 り返 り、自己評価する こと」 「児童が自己評価

する力を相互評価 を通 して高めること」 「児童が自己評価 を次の学習に生かす ことができる

ように学習過程 を工夫すること」が大切である。そ うすることで児童が数学的な考え方の観

点にたった 自己評価を行うようにな り、数学的な考え方をよ り一層育てることにつながると

考えた。

そ こで、児童が自己評価する力を高め、それを生かす ことができるようになる学習活動と

はどのようなものになるかを追究 したいと考え、上記の主題を設定 した。

闘

1

2

3

闘

研究のね らい

自己評価 とは何かを明 らかにし、学習の取 り組みを振 り返る自己評価 を工夫する。

児童が自己評価する力を高めるための相互評価を追究す る。

児童が自己評価を生か し、数学的な考え方を高める学習活動 を追究する。

研究仮説

以下のような学習活動の工夫 を行えば、児童は自己評価 を生かして問題解決に取 り組むよ

うにな り、数学的な考え方 を育てることができると考 えた。

1自 己評価 を生かす学習過程の工夫

2"自 分の解決の方法や考 え方 を自己評価する力"を 検討の場面における相互評価 によって

高める工夫

lV研 究の内容

1実 態調査

質問紙法による"自 他の解決方法 に対する意識"に ついて実態調査を行った結果、児童の

約20%が 自分の解決方法を正 しいか、わか りやすいか等振 り返っている。また、児童の約

40%が 友だちの解決方法に関心をもって聞いているという結果を得た。

この結果から、 自分の解決方法を振 り返ったり、友だちの解決方法 に関心をもった りし

ている児童が多いとはいえないことが分かった。

そ こで、学習活動に自己評価を取 り入れ、さらに自己評価 していく力を相互評価 によっ

て高めたいと考えた。 自分の考えを振 り返る、自他の考えを比べることによって 自己評価

を生かし、新たなめあてをもって取 り組む児童が育つと考えた。
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2自 己評価

自 己 評 価

自分の思考や行動が適切であるかを判断して、それをもとに、解決の方向や過程を振 り

返る。 さらにその結果 を生か し、自分の今後の学習について新たな目標 をもち、行動 を改

善 ・調整 し、発展させ る一連の認知的活動。

自分の考 えたよ うに

できたぞ。他の考え

でもやってみよう。

この 問題 には、前

に学 習 した こ と

が使 えそ うだ 。

工夫すれば、簡単

に解けるんだな。

ψ 愈 偏 。D

いろいろな考 え方が

できてよかったな。

今 ま で 知 ら な

か っ た こ と が

わ か っ て よ か

ったな 。

児童は漠然とではあるが、どのような学習活動においても無意 図 ・無意識のうちに評価 を

行っている。この自己評価 を意識化させ、意図的に行わせる ことで、児童が自発的に自己評

価するよ うになると考える。

さらに、次の学習に生かす ことによ り、学習への取 り組みを振 り返 り、生かす力を高め、

方向づけ、自分のよさに気付き、新たな意欲を育てることができると考える。

3相 互評価

相 互 評 価

問題解決の学習の過程で各 自の考えを発表 し、検討 し合うことを通 して、児童相互がそ

れぞれの考えのよさを認め合い、よ りよい考えに互 いに高めていこうとする認知的活動。

児童は問題解決学習において最初の自分の解 き方や考え方が一番よいと思う傾向があ り、

一人一人の性格や考え方の違いによ り
、客観的に自己評価することが難 しい。また、個人の

思考範囲には限 りがあ り、個人だけで広げることにも困難がある。

そ こで、相互評価 を取 り上げ、検討の場面で児童の考えを認め合 う活動 を行 うことによっ

て多様な考えに触れ、自己評価 をよ りよい方向に発展させることができると考えた。相互評

価を行 うに当たっては、肯定的な評価観に立ち、互 いに認め合う経験を多くもたせることで、

学習意欲を高めていきたい。
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V自 己評価 ・相互評価をとりいれた基本的な学習過程

魎⊥
幽↓

函

圖

麺

1自 己 評 価ll

・今までの学習 との違いを見つけるこ

とができたか
・課題をつかむことができたか

◎課題 に対す る自己 目標を決める
・簡単に解 こう

・わかりやすい説明を考えよう

◎計画を記入する(吹 き出し)
・計画 を立てるができたか

◎ 自分の解決を振 り返る
・正しいか

・今まで学習 したことをうまく使って

いるか

・わか りやすい方法か

・いつで も使えるか

・他の解き方はないのか

○吹き出しに気付いたことを記入

・自分 の解 決方 法 と似 て いるのは どれ

か
・互 いの方法 で共通 して いる ことは何

か
・それぞ れ の考 え のよ さは何か

・ど こを直せ ぱよ いか。
・ど こまで はよ いか。

○ネー ム プ レー トの活用

2種 類 のネー ム プ レー トを用 意

(自 分 の考 え ・よ い と思 った考 え)

○吹 き 出 しに考 えの よさ を記入

・わかったことは何か

・わか らないことは何か

・役 に立った考えは何か

・次 に学習 したいことは何か

◎ 自己 目標 をどれだけ達成できたか
を評価す る

(自己評価カー ド、感想)

○発展課題に取 り組む
→再自己評侮 をする

◎次の取 り組みを考える

◎ … 自己評価の過程 ○…自己評価方法例 ・…評価の観点

教 高而 の 手 だ て

◇課題提示の工夫

◇教室内掲示の工夫

例 「よりよい解き方は?」

せいか く

かんたん

わか りやす い

いっで も使える

◇ 自力解決に向けての支援

具体物な どの用意

個 々の解決への言葉かけ

ヒン トカー ド

【よさ】

「○○ さんの考 え方 の よい

ところは～です 。」

【つ なが り】

「○○ さん と△△ さんの考

えは、似 て います。」

【分 か る】

「そ う考 えたわ けは何で す

か。

◇学習形態の工夫

人数、発表方法、まとめ方

◇発展課題の設定の工夫

適用問題

(分かったことを確かめる)

問題選択

(理解を定着 し深める)

問題作 り
(理解 したことを活用する)

◇…指導の工夫
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V1実 践事例1

1単 元名 「面積」(第4学 年)

2本 時のね らい

本時の複合図形の求積の課題には解法が複数あ り、児童は多様な考え方で自力解決ができる。

検討の場面では、自分 と友達の考 え方を比較 しなが ら、互いのよさを認め合う活動 を行い、

それぞれの考え方 を肯定的に評価するとともに、自己評価を客観的にとらえるようにした。次

に、複合図形の求積の類題を与え、どの方法を使 った らよ りよく求め られ るかを、自己評価 を

生か しなが ら考え、それぞれの考 え方のよさがいっそ う深められるようにした。

3本 時の展開(2時 間扱い 第4・5時/12時 間)

〈1時 間目〉 工夫 して面積を求めましょう。
10cm'、

課題把握

解決計画
㌧ ノ

〔 自力鰍 〕

〔 検 討 〕

⊥⊂顛擁つ

、

今まで習 ったことを

使えそ うだな。
ノ

＼6こ のや り方だった ら、、

求 め られそ うだな。
、 ノ

どう した ら求 め られ るか 、見 通 しを立て る。

今 まで に学習 した こ とを使 って、 工夫 して面積 を求 め る。

EP[P
:

　 す コ コ

:

〈2時 問 目〉

〈横 分 け〉 〈縦 分 け〉 〈縦 横分 け〉 〈細分 け〉

[ヨ 、
〈ひ く〉

}
〈移 動〉

自分 の考えと同じ考え

だな。

この考 えとあの考 えは

にているな。

検 討

⊂顛菰⊃

まとめ ・発展

⊂巨副轍動

それぞれの求め方のよいところや工夫 しているところを話 し合う。

いろいろな考 え方が

できてよかったな。

この考 え 方は、これ か らも

使 えそ うだな 。

『複雑な形でも長方形や正方形をもとに考えれば面積を求めることができる』

次の図形の面積は、どの方法を使った らよ りよく求められるかを考える。

[ヨ[ヨ
〈ひ く〉 〈横 分 け〉

コ コ

==

〈縦分 け〉

コ 　

=1

〈細分 け〉

工夫すれば、簡単に

求められるんだな。

次 は、こんな ことを学 習

してみ たいな 。
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4児 童の変容

第1問 第2問 ⑥ ⑧ ⑨ 感 想 第3問 ⑨ 感 想

A 横分け 横分け ◎ ◎ ◎
1っ の答 えをい くつ ものや り方で

出せ るからすごい。
横分け ◎

この問 題 は、横 分けが 一一番

簡単 にできた。

B ひく ひく ◎ ◎ ◎ 正方形、長方形に分けて考え
ればよい。

横分け ◎
この問題 は 、横分 けの 方が

よか った.

C ひく ひく ◎ ◎ ◎ 三角形や台形の面積の求め方
をやりたい.

横分け ◎
正 確、簡 単 に解 こうと思っ

た。

D ひく ひく ◎ ◎ ◎ くっつ け方式 がけっこうやりやす
い6 横分け ◎

い ろいろな形の 面積 を求め

て、楽 しかった。

E 移動 横分け
移動
◎ ◎ ○ 簡単に求められるやり方がある

と思った.
横分け ○ や わらか く考えれ ば、いろい

ろな やり方がある。

F 細分け 細分け ◎ ◎ ○
1つ の問題 で 、い ろいろなやり

方がある層とが分か った.
縦横分け ○

み んな、簡単な やり方をして

いるな.

G 縦分け
横分け

ひく
◎ ○ ◎ 今度は、立方体を勉強したい。 細分け ○ 解 くときに、どうや ったらいい

か 考えた.

H 横分け 横分け
ひく
◎ ○ ◎ 簡 単 に考えるようにすれ ばよい,とが 分かった

。
横分け ○ どうや ったら簡 単にできるか

考えてやった.

1 ひく
移動
ひく
◎ ○ ◎ 面積の 求め方 は、いろいろある

と思 った.
横分け ◎ あ まり細 かく分けな いで 、式

を短 くしようと思った。

J 縦横分け 横分け ◎ ○ ○ 面積のいろんな求め方が勉強し
たい。

細分け ○
自分 がや ったのより、簡 単 な

のがあった。

K 縦横分け 横分け
移動
◎ ○ ○ 面積の答えは、解き方を変えて

も変わらない。
横分け ◎

いろいろなやり方で答 えが

出せ る"と が分かった。

L 横分け ひく ◎ ○ ○ どこかに 区切 りの線 をつけない
とできないことが分かった。

横分け ○
それぞれの形に合った求め

方がある.

M 縦分け ひく ◎ ○ ○
凸凹な形の面積の求め方が分

かった。
横分け ○

正しく、分か りや すいように

解 こうと思 った。

N 縦分け 細分け ◎ ○ ○
いろいろな 求め方 があることが

分か った。
横分け ◎

や り方が難 しいか 、簡 単かを

考 えてや った.

O 細分け 細分け ◎ ○ ○ 難しかったけど、よく分かった。 細分け ○ 難 しそうなときでも、簡単 に
できることが分かった。

P 横分け 横分け ◎ ○ △ もっと面積 のことを知りたい。 横分け △ もっと面積を学習 したい。

Q 横分け 細分け ◎ ○ △ 形を移 動 した りしてもで きるとい
うことに気 づ いた。

横分け ◎ 複雑に考えていたけど、簡
単に考えた方がよい.

R 縦分け 横分け ◎ △ ○ たくさんのや り方でできることが
分かった、

横分け ◎
この問題 は 、横分 けが楽

だった。

S 横分け ひく ○ ◎ ◎ 次 は、もっといろんなや り方をさ
がし出せ るようにがん ばる。

横分け ◎
できるだけ分 かりや すいよう

に 求めた.

T ひく
移動
ひく
○ ◎ ○

1つ の問題 にもたくさんの解 き方

があると思 った、
ひく ○ 横 分けでもよかった。

u 縦横分け 細分け ○ ◎ ○
いろんなや り方ができて、参考

にしようと思った。 縦横分け ○
前 にや ったことを使 おうと

思 った。

V ひく ひく ○ ○ ○ けっこう難 しい。 横分け ○
次 にや るときは、もう少 し考

えてからやろう.

W 縦横分け 細分け ○ △ △
いろいろなや り方 があって、おも

しろかった。
縦横分け ○ 簡 単なやり方 があった。もっ

と、やりたい.

X 縦横分け 細分け ○ △ △ 人 の考え方がいろいろあって、
びっくりした。

細分け ○
1人 で は分 からな いことがあ

るなと思 った。

Y 縦分け 縦横分け △ △ ○ 難 しいけど、またや ってみたい。 横分け △ 横 分け は、式 がとても簡単
だ った。

〈第1問 〉

〈第2問 〉

醐
〈第3問 〉

曲
自己評価の観点

⑥友達の考えは

分かったか

⑧よい考 えを見

つけることが

できたか

⑨ よいと思った

考えを使 うこ

とができたか

◎:よ くできた

○:で きた

△:あ まりでき

なかった

5考 察

(D1回 目で は面 白か ったな ど情意 面 に とどまる感 想が 多か ったが 、繰 り返 し自己評価 を行 う こ

とで 、2回 目には数 学的 な考 えを意識 した記述 が増 えて きて いる。

(2)⑨ の 自己評価 で◎ をつ けて いる児童 は、実 際の解 き方 で もよ りよ い解 き方 を使 うこ とがで き

て いる。 また、2回 目の感 想か らは、 これ らの児童 の多 くが ど うい う解 き方 を した いか とい

う 自己 目標 を もって、問題 解決 に当た って いる様子が 明 らか になって いる。

(3)⑧ の 自己評価 に◎ をつ けた児童 の実 際の解 き方の変化 を見 る と、 自分 が見つ けた よ りよ い考

え を次の 問題 に使 うか とい う と、必 ず しもそ うとはいえな い。 自分 の当初 の解 き方 に固執 す

る児 童 も多 い。 しか し、 繰 り返 し問題 を解 くことで、その解 き方 の価 値 に気づ くこ とが2回

目の感想 か ら読み 取れ る。

(4)⑥ ⑧⑨ の 自己評価 で△ をつ けて いる児童 の多 くは 、情 意 面 に とどまる感 想 が多 い。実際 の

解 き方 を見 て も、 よ りよい解 き方へ の移行 がで きてい るとは いえな い。
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実践事例2

1単 元名 「面積を工夫 して求めよう!」(第6学 年)

2本 単元と研究主題 との関連

本単元では、求積を通 して、自分の解決方法と友達の解決方法を比べ、問題解決に対する考

えの変化の理由を児童 自らが問い直す場面を意図的に設けた。それにより、解決方法のよさを

確認 し、次の課題解決 に生かそ うとする態度を育成 した。

第1時

① 次 の ピラ ミッ ド型 の 面積 を求 め
ましょう。(1段1㎝)

自

己

評

価

②(1段2㎝) 自

己

評

価

第3・4時

問題づ くりと問題の解決、単元末の自己評価

3児 童 の変容(肯 定 して いる児 童の割 合)

◎ 事前調 査結果(質 問紙 法)

い こよ」 心 つ λ って、 の 。

題 を解 こうとした ことが あ ります か。38%

第2時

③(1段1cm)

また は

④(1段2cm)

※自己評価 は、文章 として表 した もの。そ

の他 にも問題解決方法の変化に表れて

いる。

「習った ことを使 っているだろ うか」 と考え
→たことがあ りますか

。25%

自分の解き方が 「ほかの問題でも使えるだろ

うか」と考えた ことがあ りますか。29%

◎授業後の様子(ノ ー トよ り)

友達の方法を使い、解決方法を高め

ていけた児童の割合71%

等積変形や倍積変形な ど既習事項 を

生か して解いた児童の割合86%

自分の解き方を生かせる問題を作っ

た児童の割合48%

Vll成 果 と課題

自己評価を行 うことによって、自分の考えを知 り、その変容 を意識するようになった。 また、

その内容 には情意面だけでな く、数学的な考え方に触れたものが多 くみ られるようになった。

相互評価によって多様な考えにふれ、友達の考え方を使って解決 してみようという姿がみ ら

れた。また、客観的な自己評価にもつながった。

今後は、児童自らが、数学的な考え方を大切にしなが ら自己評価をし、それをもとに自己目標

を設定 し、学習の計画を立て、実行 し、修正していけるよ うな指導を工夫していきたいと考える。
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第5学 年分科会

子どもの問いを生み出す指導の工夫

1主 題設定の理由

情報化社会 においては、与えられた情報を処理するだけではなく、様々な情報に適切に対応 した り、

情報を活用 して問題解決 をした りする能力が求められている。そのために教師は、子 どもが 自らの

発想を生かして自力解決し、練 り上げ、新 しい考えを身につけていく力を育てることが必要である。

子 どもが 目的をもち、様々な 『問い』をもって最後まで粘 り強 く取 り組むためには、教師は 『問い』

が発生 しやすい学習過程を工夫することが大切となってくる。

子 どもにとって授業が 『問い』の連続であれば、それは自ら進んで取 り組んでいることである。

このような取り組みを繰 り返す ことによって、はじめは理解するために具体物を必要としたことが、

念頭操作によって解決できるようになるだろう。つまり、問いの連続的な追求が、見通 しをもち筋

道立てて考えた り多面的にものをみた りする力、すなわち数学的な考え方を育てていくと考える。
そ こで本分科会では、子どもの問いを生み出す指導 とはどのような ものかを追究 したいと考え、

本主題を設定した。

皿 研究のねらい

○ 問いとは何かを明らかにし、子 どもの心に次々と問いが生まれるような課題 とはどのような も
のかを追究する。

○ 子どもが学ぶ楽 しさを味わいなが ら自ら進んで活動 し数学的な考え方を身につけられるような

学習過程とはどのようなものかを追究する。

皿 研究仮説

教師が考えた課題の中で、ね らいに応 じた算数的活動等 を工夫することによ り、子 どもの問いが

生まれ、自分の問題 となる。それは、さらなる問いを生んでいき、子 どもは解決の意欲をもって取

り組んでいく。 このような指導を繰 り返すことにより、筋道立てて考えた り、多面的にものをみた

りする数学的な考え方が育つと考えた。

N研 究 の内容

1『 問い』について

『問い』 は、授業 の最初 に教師 か ら出され る 「課題 」の ことで はな く、学 習活 動 にお いて 、子 ども

たち 自身 に発 生 した疑 問 ・発見 ・解 決 への意欲や考 えな どの表 出を指 して いる。最初 の課題 だ けで

な く、思 考や解 決の過程 に も新 たな 「問 い」 は生 じてお り、 子 ど もた ちは、既習事項 や身の 回 りの

生活 に照 らし合 わせなが ら問題 を考 えて いる。 また、子 どもの習熟 度 によって は、学 習が進 んで い

く過程 では じめ て 「問題 」が見 えて くる場合 もある し、考 えた り解 決 した りして い くうち に新 しい

『問い』が 生まれる こともある。

本 分科会で考 えてい る 「課題 」 「問 い」 「問題 」 について

課 題 … 教師か ら最初 に出 され る もの。学習の導入。

問 い … 出された課題 によ って発 生 した子 どもの疑問 ・発 見 ・解 決への意欲や考 えな ど

問題 … 個 人的な問 い(疑 問 ・考 えな ど)が 、 クラス全体 で解決 して考 えて いか なけれ

ばな らな い共通 の もの となった もの。授業の本 当の問題 。

「数学的な考え方」を育てるに当たって、子どもが 『問い』をもって学習に取 り組んでいく思考

過程、一連の学習の流れを 【問題 との出合い】 【問題の解決】 【問題の発展】と大きな3つ の場面に

分けてとらえ下図のように設定 した。

「なぜそうなるのか?」

「何が同じなのか?」

などと問 う

間題 との出合 い

既習事項を活か して

考え、作業し、解決する

など、や り方を問 う

理由となるきまりや仕組みを

事象の中から発見 したりする

など、見つけたことを問 う

間 題 の 解 決

「条件をかえたら?」

「他の場合は?」

な ど、新たに問 う

間選 の髭展

『問 い』 をもっ ことは、子 どもにとって思考 活動の始 ま りであ り、「数 学的な考 え方」 が見えて く

る重 要なポイ ン トであ る。 また、 「問 い」 を もった子 どもは、そ の後 の学 習活動 も自 ら進 んで取 り組

む ことがで きるだろ う。"は っき り分か るまで調べた い、考 えたい、話 し合 いた い、もっ とや ってみ

た い"と いった解 決へ の意欲 につなが り、 この過程 の繰 り返 しによ って 、筋道 立てて考 えた り、 多

面的 に もの をみた りす る 「数学 的な考 え方」 が育って いくと考 え る。
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2『 問 い 』か ら"数 学 的 な 考 え方"へ

⊂ 授業の流れ) ⊂ 子どもの問い) ⊂教師の手だて⊃

闘 題 と の 出 禽 い

〔課 題 に 自 ら働 き かけ る〕

① 課題把握(教 師から与えられたもの)

② 問い の発 生(個 人の問い)

③問い の共有 化(集 団の問い)

問 ・・題

闘趣 ・の解 決

「どうして?」

「なぜなんだろう?」

「調べてみたい!」

〔子どもの翫 騨 かした〕

〔見通 しを 立 てて考 え る 〕

子 どもが …
・解決方 法 を問 う

・既習事 項 を問 う

(観察や試行錯誤)
・共通 点 ・類似点 を問 う

(帰納的 ・類推的な考えなど)

を・画
〔確 か める 〕 訣

子 どもが …

{

・見つ けた ことの根拠 を問 う

(演繹的な考えなど)
・伝 える方 法を

喫.'学 び 合 い`

〔練 り上 げ(学 び合 い)〕

(明確な根 拠を示す)璽 諏,

子 どもが …

{

・友だちの考 えとの

共通点 ・相違点 を問 う
・考 え方 のよ さ ・一般性 を問 う

↓

新 しい見方 ・考 え方 を

理 解 す る

、

頃「わか らないことはなんだろう?」

「わかっていることは何だ ろう?」

「確かめてみたい ノ」

「やってみよう!」

「どんな方法で解 こうか?」

「今 まで習 ったことが使えるかな?」

「もっ と簡単な方法はないかな?」

「他にも答えはないかな?」

「ほかの数だった ら?」

「パター ンは見えないかな?卍.

「正 しい ことがはっきり言 えるかな?」

f見 つけた ことを説明 したい!」

,、「うまく説明する方法はないかな?」

「友 だち と同じところは

どこかな?」

「一番わか りやすいものは?」

「どんな時 にもつか えるものは?」

「なるほど!な っとく〃」

「やっぱ りそ うだった〃」

「はっき りわかった∬」

闘 題1の発 展

新たな問 いの発生
・発展性 を問う

「他の場面に使えるものは?」

「条件をかえた らどうなる?」

「他の場合 も調べてみよう1」

て

、

轟
鰻鯵ら
讐:い

縄
灘ゑ

二7・1'澗

い
層
・』

を
取

ノ

μ 〆り
L-

ttt上

饗 擁ヂ
脇i沁 、 、

瞬 弩
路"r
周

華警 メい
11』

.二

陀
LT

を

生

み

出

さ

せ
る

r問 い 』の連 続的 な追究 が 、

数 学 的 な 考 え 方 の追究にっなが ってい く.
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間 題 と の 出合 い1の 場 面 での『問 い』

① 課 題 把 握

教師か ら与える課題は、単に子 どもの興味を引くためだけのものではない。課題には、

(i)既 習事項を含ませてお く

(iDい くつかの解決方法が含 まれている場面や数値を選んでお く

(iii)並 列 して提示する

(iv)異 なるものを一つ入れておく

(v)過 不足や空欄のある提示をする

という配慮をすることによって、子どもが課題に自ら働きかけて課題 を把握する時、自然に 『問

い』が出てくるものと考える。場面を理解することに四苦八苦 したり、解決だけで 「ふ～ふ～」

いうような課題では、r問 い』が発生することはあまり期待できないため、留意 したい。

しか し、た くさんの 問いが出て も、一 人一人の 『問い』が本来 の授 業のね らいか らずれて しまっ

て いたので は、数学的 に高 まってい るとは言えな い。 ある学習 場面で 発生 した 『個人 の問い』が 、

みん なで考 えな けれ ばな らな い 『集団 の問 い』 と して 取 り上 げ られ る ようになれ ば、 みんなで 『共

有 した問 い』 とな り、授 業のね らいを明確 にした解決 につな が って い く と考 え る。そ れが授業 のね

らいにせ まる 「本 当の 問題=全 体 の 問題 」 として位 置づ ける ことがで きる と考 え る。

② 「問 い 」 の 発 生(個 人の問 い)

〈疑 問 をもつ〉

課題 の提 示後、子 どもたちは課題 に対 して疑 問や 発見 をす るが、それ は まだ個 人的な 『問

い』で ある。 「そ れ はなぜだ ろう」 「正 しいの だろ うか 」 「なぜ きれ いに見 えるのだ ろ うか 」

といった疑問 をもつ ことが問題発 見の きっか けにな り、 自分 が何 を しな くて はな らな いか と

い う 「目的」 を明確 にもつき っか けになる。

〈分類 ・整 理 をす る〉

「四角形 と三角形 に分けてみ る と何か見えて きたぞ」 「解 決 の手がか り.とな る言葉や数 値は

何 かなあ」 といった 問題 の 内容 にせ まった 『問 い』 を もつ ことも大切で ある。子 どもが 整理

して考えやす く、自分で 問題 をわか りやす くす る行 為(考 え)も 、重要 な 『問 い』といえる。

〈問題 意識 をもつ〉

わか らなか った ことが はっき りわか った 『問い』

解 きた い とい う意欲 を もち 、問題 を 自分 自身の問題 と してつ かみ、 自分の力で解決 した い と

いう気持 ちを もつ。(自 分 の もって いる考 えを引き出す ことにつなが ってい く)

「自分 が解 決すべ きところは どこだ ろう」

③ 「問 い」 の共 有 化(集 団の問 い⇒本 当の問題)

子 どもたち 自ら課題 に働 きか け ることによって発生す る子 どもたち のr問 い』は、広 が りをもつ。

教師 は 目的 を もった問題 とな り得 る一人一 人の 『問 い』 を全体 の問題 と して明確 に し、解決す る流

れ をつ くって いく。

また 、子 どもたちに とっては 、一人一人 の 『問い』(個 人の問 い)を み んな で共有 したr問 い』(集

団の 問い)に して授業 のね らい にせ まる 『問 い』 を解決 してい くこ とになる。
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問 題 の 解 決1の 場 面 で の 『問 い』

「共有 した 問い をもつ ことで 、 自ら課題 をつか み…」→ 「見 通 しをたてて 考 え…」→ 「確 かめ …」

→ 「練 り上 げる」 といった一連 の流れ の中か らも、以下 の、新たな個 人 の様 々な 『問 い』が 発生 して

い くことが予 想 され る。その中か ら、教師が授 業のね らいにそ った もの を取 り上 げて い くことによ り、

子 どもが筋道 の立 った 『問 い』(発 見 ・考 えな ど)を もって問題 を解決 してい く。個 人の問 いの連続 的

な追求 が、筋道 をたて て考 えた り、多 面的 にもの をみ た りす る、数 学的 な考 え方 にな って い ると考 え

る。

○ 見 通 し を立 て て 考 え る(観 察 や 試 行 錯 誤 ・帰 納 的 ・類 推 的 な 考 えな ど)

・既 習事項 を問 う:「 わかって いる ことと同 じにで きないかな」

・他の方法 を問 う:「 道 具を準備 した り、図 を使 った りす れ ばで き るかな」

「他 のや り方 ・考 えでは どうか な」

「数が大き く(小 さく)な ると、 どうな るなるのかな」

・共通点 、類似 点を問 う:「 何が同 じなのかな」 「共通 の部分 は どこだろ う」

○ 確 か め る(演 繹 的 な 考 え な ど)

・根拠 を問 う1「 役 に立つ定 理を知 って いるか 」「正 しいことがはっ き り言 えるかな」

・伝 える方法を問 う:「 うまく説 明する方法 はな いかな」

○ 練 り上 げ(学 び 合 い)

・共通 点 を問 う

・相違 点 を問 う

・統 合性 を問 う

・一般性 を問う

・よ さを問 う

:「友 だち と同 じところはど こだろ う」

:「友 だち と違 うところは どこだ ろう」

:「同 じと見 られな いだろ うか」

:「何 かきま りはな いかな」 「いつで も言え るよ うな らな いかな 」

:「もっ と簡 単 にで きないかな」 「ま とめ られ るかな」

1問 題 の 発簸 ゆ 場面 での『問 い』

練 り上 げ(学 び 合い)の 場 面 によって 、新 たな るr問 い』 を見 いだ し、解 きた い ・考 えた い という

更 なる意欲 を引き出す 。

・発展性 を問 う:「 条 件 を変え た らどうかな」

:「数値 が変わ った らどうな るんだろ う」

:「他 の場合で も調べてみ よう」

:「どんな場合 で も成 り立つ のだろ うか」

r問 い』 は、課題 を与え られ た場面や解 決 の場面のみ に生 まれ るので はな く、友だち の解 決 の場 面

を見 てい て、 「あんなや り方 もあった のか」 「違 うや り方 だか ら私 もや って み たい」 「簡 単な方 法 だか

ら これ か ら使 いた い」 「もっ と違 うや り方が あ るん じゃな いかな 」 「条件 を変 えた ら どうかな 」 「ここ

が似て るな 」 と自 らに問 いか ける こともある。様 々な学 習場面で 、様 々なr問 い』が発 生 し、そ の問

い を解決 して いく中に、 自ら進んで学 習 に取 り組む子 どもの姿が見 えて くる。
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3実 践 事例(1) 合同な形 〔しきつめ〕

⊂授業の流れ ⊃ ⊂ 子どもの問い ⊃ 塵(師の手だて⊃

問 題 との出 合 い

①課題提示(教 師から与えられたもの)
「公園の道路のしきつめデザインを考

えよっ」 →②問いの発生(個 人)

③問いの共有化(集 団@
「正方形がしきつめられるのはどうし

てだろう?」→②問いの発生(個 人)

③問いの共有化(集 団)
「正五角形と一般の四角形はしきつめ

られるだろうか」→②問いの発生

(個人)

」
本 当の 問 題
「一般の四角形が

しきつめられるわけを考えよう」

穿「どんなデザインにしようか?」

「どうやればいいのかな?」

rどんな形がしきつめられるのか?」

「正方形や長方形はしきつめられるよ!」

「どうしてだろう?」

「長さが同じだから?1

「角が全部直角だから?」

「平行で曲がってないから?」

五角形は…

「すべての辺の長さが等しいから

しきつめられるのでは?」
一般の四角形は一

「長さが遮うからできないのでは?」

「辺が平行ではないからできないのでは?」

「向きをかえればできるかな?」 ・

って垂.

「正五角形はすきまができちゃうよ!」

「一般四角形はできたよ!」

.r般 四角形はどうしてできるの?」

「辺の長さは関係ないのかな?」

「正五角形ができないのはどうして?」

「角の大きさはどうなっているの?」

r何か理由がありそうだ!」

・敷き詰めの例を提示

・r正方形」「長方形」を

取り上げ板書する

一ξ ・正方形が敷き詰められて

いる図を提示

・「長さが同じ」r直角」

「平行」という言葉を

取り上げ板書する

・一般の四角形と正五角形

を同時に提示する
・個人に予想をたてさせる

趣一 輪
・気づいたことを自由に発

言させ、手がかりとなると

なる言葉を取り上げる

問題の解決
自力艀決

確

か

め

る

〕
.

測

卿

見
通
し
を
立
て
て
考
え
る

練り上げ

学び合い

自分の中で

はっきり分かる

間題の発展
新たな

問いの発生

「内角の和と関係あったんだ〃」

「やっぱりしきっめには

条件があったんだ〃」

輝
/-t4

塾

・既習事項(三角形の敷き詰

め時の活動)を想起させる

・正方形ができる理由と

比べて考えさせる

・正五角形ができない理由

すきまができてしまう理

由も考えさせ角に目を向

けさせる

・色分 け、マーク した

敷き詰め図を提示

「他の四角形でも

同じことが言えるかな?」

樗 「台形ではどうかな?」

「凹四角形ではどうかな?」

「確かめてみたいな ノ」
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実践事例(2)整 数のせいしつ 〔約数の導入〕

⊂授業の流れ ⊃

問題 との 出 合 い

①課題提示(教 師から与えられたもの)
「32人 で友だち集めゲームをしよう」

→②問いの発生(個 人)

③問いの共有化(集 団)
「ほかにも

あまりの出ない数はあるかな?」

本当の問題O
「あまりの出ない数をさがそう!」

⊂ 子どもの問い ⊃

「あれ?あ ま りが でな い よ!」

「ど う して?」

「4×8=32だ か らだ めだ よ!」

「他 に もあ るよ!2と か … 」

「他の数もさがしたい!」

rやってみよう!」

優⑰ 難 て)
・具体的な活動(ゲ ーム)を

取 り入れ る.

・3ゲ ーム くらい はあま り

の出 る数 を吹き、 あま り

が出る ことが当た り前の

ような雰 囲気を作 る。

・4ゲ ーム 目、5ゲ ー ム 目

と連続で あま りのでな い

数(4回 、8回)笛 を吹 く

間題の解決

自力解決

見
通 確
し
をA

妾磁 め

薯

窓

奪凄
練り上げ

学び合い

自分の中で

はっき り分かる

「1も い いか な?」

「2で もよ さそ うだ!」

「32も そ うか な?」

「28も い いの かな?」

rl1632だ! 「本当にそうかな?」

rどうしてあまらないの?」

「32÷(こ の数)は わ りきれ る!」

「(この 数)× △=32に な って い る!」

「(この 数)の 倍 数 に32が ある よ!」

「(この 数)っ て い い にくい よ!」

r名 前が あ るの?」

「見つけたことを説明したい!」

「うまく説明する方法は

ないかな?」

・すぐに他の数も言い出す

ので、個の時間を取 り各

自に考えさせる

・正しいかどうかを確かめ

させることによって

rどうして

あまりがでないのか?」

の問いを生み出す

・「この数」のように子ども

が言いにくそうにしてい

る場面を取 り上げる

「約数を見て

おもしろいこと見つけた!」

「約数にきまりがありそうだ!」

rどんなきまりがあるのかな?」

・既習事項(倍 数)

を生か して いる場

面を取 り上げる

間題の発展
新たな

問いの発生

「約数の探し方がわかった〃」

「おもしいろいきまりが

あるんだ〃」

「外 側 か ら左 右 か け て い く と全部32に な る!」

「32÷4=8

わ る数 だ け で な く商 も約 数 にな って い る!」

「他の数でも

同じことが言えるかな?」

「他の数でもやってみたいな!」

・きまりが見えやす

いように約数を昇順

に並べて板書する

・クラスの人数を変えて(笛

係を作るなど)再 度友だち

集めゲームをする

V研 究 の成果 と課題

・一人 一人 の問 い をみ んな で共有 し、そ れ を問題 と して捉 え させ た こ とによ って、子 ど もが 疑

問や 問題意 識 を もち、 多面 的 に考 え られ るよ うにな った 。

・答え を出す こ とだ け に満 足 して いた子 ども達 に
、発見 した ことや 解決 した こ とに対 して も さ

らに 『問 う』 とい う活動 を繰 り返 した。 そ の こ とによ り、 自分 の考 えや解 決方 法な どを筋道

立 てて 考 えよ う とす る子 ど もが 育 って きた。

・『問 い』 を連続 させ る課 題や 手 だて とは どの よ うな もの か明確 にな って きた
。

・個 人の 『問 い』 につ いて の 評価 の 方法 をよ り追究 して い く
。
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第6学 年分科会

見通 しをもち筋道立てて考えるよさを実感させる指導の工夫

1主 題設定の理由

算数科の目標の中に「日常の事象について見通しをもち筋道を立てて考える能力を育てる

こと」があげられている。

しかし、日常の算数の学習で見られる児童の実態を見ると、見通しをもたずに解決に取り

組み、途中でまちがっても誤 りに気付かないことがある。また、解決への糸口がつかめない

ため、解決の途中であきらめたり、つまずいたりする様子も見られる。

このような状況に対 して、考える過程を重視し、見通しをもたせる工夫をしたり、筋道立

てて考えることのよさを実感させたりするような指導が求められる。問題場面に臨んだとき、

見通しをもつことは、その子なりの解決の手がかりを得ることができるだけでなく、方向付

けができて筋道立てて考えやすくなると考える。

そこで、結果のみにとらわれるのではなく、考える過程に目を向け、考えるよさを実感で

きるような指導のあり方を追究 したいと考えた。この指導を通し、筋道立てて考えるという

数学的価値に目を向けさせることが数学的な考え方の育成につながると考え、本主題を設定

した。

11研 究のねらい

○ 解決の結果や方法についての見通しをもち、筋道立てて考えるよさが感じられる指導

手立てを明らかにする。

○ 検証授業を通して指導の工夫の有効性を探る。

111研 究の仮説

以下のような指導の工夫を行えば、見通 しをもち筋道を立てて考えるよさが感じられ、数

学的な考え方の育成につながると考えた。

1構 想メモの活用を通 して、解決の結果や方法について見通しをもたせる。

2学 習過程の中に互いの考えを比較検討する場面の工夫をすることによって、考えること

のよさを実感させる。

lV研 究の内容

1見 通 しをもち筋道立てて考えることのよさとは

(1)見 通しをもっよさ

ア、見当をつけることができる。

イ、大きな誤 りを防ぐことができる。

ウ、解決に向けての手がか りを得て、解決意欲がわく。

エ、結果を確かめることに役立つ。

(2)筋 道を立てて考えるよさ

ア、物事を判断した り推論を進めたりするために役立つ。

イ、問題解決を進めている途中に方法や結果についての新たな見通しをもっ。

ウ、無駄を少なくして思考や労力の節約をすることができる。

エ、自分の考えや根拠を的確に人に伝えることができる。
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2見 通しをもち筋道立てて考えるよさと数学的な考え方との関連

見通 しをもつ過程でも、既習のことや既往経験から必要な事項を活用しようと筋道立てて

考えている。また、筋道を立てて考えを進める過程でも、見通しに沿って課題解決に取り組

んでいる。ゆえに、両者を切 り離して考えるのではなく、相互作用によって考えるよさが感

じられると考えた。

数 学 的 な 考 え 方

念
よ
さ
を
感
じ
る

考
え
る

考えるよさを実感させる比較検討

見通しをもち筋道立てて考える

～だからこのくらいになりそ

うだ

～さんの考え方は自分の考

えとここが同じだな

～のやり方でやったらでき

たぞ

前に勉強 した～の

やり方でできそう

考
え
る

よ
さ
を
感
じ
る

やっぱり～の方法がいいの

かな

こことこれだけを求めれば

できるぞ

自分は～と考えたから

～になりました

見通しをもち筋道立てて考える過程で、解決の方法や結果の予想を立てながら進める必要があ

る。

比較検討の段階で、多様な考えの共通点や相違点を明らかにし、簡潔性や一般性などの視点に沿

った比較検討を繰り返し行うことで 「見通しをもち筋道立てて考えるよさ」を感じ取ることができ

る。そのよさを実感することで次への意欲につながっていく。

すなわち、見通しをもち根拠にもとついて考えていく過程や全体での比較検討を工夫することに

よって数学的な考え方が育っていくと考える。
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3指 導の工夫

(1)見 通しをもつ構想メモの活用

目的
① 児童が、結果や方法について見通 しをもち、自ら方法を選択 し、自力

で結果を求めたり、確かめた りすることができる。

② 児童が、既習内容を活用 し、新たなものを生み出すきっかけとなる。

③ 児童が、大きな誤 りを防ぎ、自分で判断できる。

④ 教師が、児童の思考過程に応 じて適切な対応をとることができる。

メ モ の ・解決の方法や結果の予想

と り方 をたてる。

〔
ヨ…段

内察など

① 児童の直観的 ・感覚的な判断を大切

にする。

② 既 習 内容 を使 って 、 い ろ い ろな

求め方を考える。

③ 自由な発想でかく。

o

o

何 を使 って解 こうか?

図 ・'表・グラフ ・具体物等 を使 って解 く

ことがかかれて いる。

どうやって解 こうか?

例)比例の'

恐竜の重さをはかる。1mの 針金

の重さもはかって比ぺてみよう

解決のための考え方が書

かれている。

見 通 し が

もてない子

への手立て

留意点

① 既習事項を想起させる … 単元の振 り返 りができるよう掲示 しておく。

② どんな ことを知っているのか、どんな方法ならできるのか、どんな考え

方ができるのかを見つけさせ、そ こから学習をスター トさせる。

③ ヒン トを与える … 小集団及び個別 に支援する。

子供同士のつぶやきの中から発見

① 児童が思考過程を振 り返 りなが ら、必要に応 じて追加 ・修正をする。

② メモ程度でよい。

③ 見通 しがもてているにもかかわらず、書けない子には、次の過程から取 り

組み、後で吹き出し等を使って書かせるようにする。

④ 早 く構想メモをかいた児童には、別の解決の方法を考えるようにすすめる。
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(2)考 えるよさを実感させる比較検討の工夫

☆ 話し合いの観点に即 して、話 し合いを進める

段階1 各々の考え方を認め合うための検討
'幽 」

『:1

牽

・どういう構想メモを書いて考えたかを明確にさせ発表させる

・どうしてそう考えたのか、根拠に基づいてみんなにわかるように発表 させる
・課題を解決するのにふさわしい考え方かという観点で話し合わせる

・同じ考え方の児童に、考え方をつけた し、補うようにさせる

共通している考え、統合できる考えについての検討
段階2

・共通の考え、統合 できる考 え、相違点 を意識 させる

・似ている考 えを分類 した り、相違点をはっきりさせ、それぞれの 「よさ」にっいて

話 し合わせる

・考 えの特徴が現れるキー ワー ドを使ってまとめ る

「解 〆壼戸〆"〆"「'

,3

〆

M

國 簡単でわかりやすい考え方についての検討

・簡潔 さ、明確 さな どの観点 を意識 させ る

・簡潔 さ、明確 さな どの観点か ら、「よさ」や 「不十分 さ」 を話 し合わせ る

・考 え方 の簡潔 さな どについての 「ずれ」 を十 分に話 し合わせる

・条件の違った場合でも有効か を、実際に解かせ ることで、「よさ」について感得 させ

る

◇ 比較検討の工夫 『発問の工夫と児童の表現例』

匪 藝]・ 考え方や説明の不+分 さを補い合うような発問鹸 討してお く・
(ど う い う筋道 を経て 、そ の考 え にた ど りつ いたの か につ いて 、て いね い に

(懇 …歌i鷲 艶
匡璽]・ 共通性や関連性・統合化などの視点に沿った検討が促されるよう溌 問を+

催輪航器誤
匿]・ 簡灘 ・明確性 ・能率性 ・発展性 一 般性などの視点のうちのどれ に該当する

か を明 らか に し、そ の視点 に沿 った検 討 が促 され るよ 発 問 を十分検 討 して

Lく
。 ～の考えの方が速く ○

_鰹
ど うな りますか?

奮
ノ

O

)
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V

1

2

3

実践事例

単元名 「比例」

本時の目標

比例の性質を利用するよさに気づき、進んで問題を解決することができる。

本時の展開

前時(第1時)

課

題

把

握

解

決

の

実

行

解

決

の

実

行

主な発問と児童の反応

自由研究で恐竜を作 りました。同じ恐竜を

作るのに針金は何m必 要で しょうか。

T1、 何mぐ らいだと思いますか。

T2、 どんな方法でやるか、ノー トに

構想メモを書きましょう。

T3、 構想 メモをもとにして自分の考えた方法

でや ってみましょう。

・指導上の留意点◇支援 ◎評価

・針金で作った恐竜を見せ、課題に関心 をもた

せる。

・何m位 必要か結果を予測させる。

画
・方法の見通 しをもつ時間を十分にとる。

◇見通 しがもてない子 には小集団で支援し、比

例の性質を想起させ、伴って変わる2量 が何

かを考えさせる。

◇既習事項を思い出させる。

・それぞれの方法に基づき、基準とする長さを

測 り、重さを量っていく。基本的には個人の

作業 とし、操作の時間を十分に確保する。

◎見通 しをもって意欲的に測定することがで

きる。

◎比例の性質を利用 して問題 を解決する こと

ができる。

本時(第2時)

解

決

の

検

討

「一

T1、 針 金 の長 さは何m必 要 ですか 。 どんな

方法 でや りま したか。

C1、1mあ た りの重 さを求 める

1mで は15g、 恐 竜 が222g。

だ か ら、222÷15=14.8m

C2、y=き ま った数 ×xを 利 用す る

C3、y÷x=き ま った数 を利 用す る

C4、 表 にす る

C5、 グ ラフにす る

較検討=段 階1

・自分の考えや理由を筋道立てて、分かりやす

く発表 させる。

◎分か りやす く説明することができる。

・ポイン トとなる言葉を板書 しておき、考えを

比較 しやすいようにしておく。

・友達の考え方のよさや 自分の考え方との違い

を意識させ、自分の立てた見通 しや考え方を

意識させ る。
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C6、 比で求める ◎友達の考えのよさを認めようとしている。

C7、 体積で求める

一比較検討=段 階21
「 」

T2、 似ている考えはどれですか。4■

C7、yニ きまった数 ×xと
◇ 「1mあ た りの考え方は、長さや重さの増

解 y÷x=き まった数は
え方に何か関連はありませんか。」

公式を使っているので同 じです。
「1mあ たりの考えは、比例の考え方のど

決 C8、1mあ た りの重さはきまった数だから
こかに結びつきませんか。」などの補助発

y÷x=き まった数の公式をつかったの
問によ り、似ているところに気づかせ、比

の と似ています。
例の考え方 と結びつくようにする。

C9、 表にしても比で求めても何倍という
◇比の考えも比例関係を使っていることに

検 ところは似ています。
気づかせる。

iC10、 どの考 え方 も比例の考え方をつかって

討 iい ると思います。
1

→

T3、 比例の考えを使って針金の長さを調べ軌 一此較検討=段 階31

よさは何ですか。 卜

C11、 ほ どかな くて も調 べ られる。
・比例の関係 を活用することのよさを感 じ

C12、 針金が長いときで も重 さを量れば簡単
させ る。

に分かりました。
L

◎比例の考え方のよさに気づくことができ

る 。

T4、 学習感想を書きましょう。 ・ 自分の見通しや考え方がどうだったかを

ま T5、 自分がよいと思った方法で問題を解いて 振 り返る。

と み まし ょう。
・よいと思う方法で適用問題を解 くことで

め 87gの トイ レッ トペーパーがあります 自分の考 えを振 り返る。

3mで10gで す 。 何mあ るで しょ うか。 ◎比例の性質を用いて問題を解く方法が分

か る。

VI研 究の成果と今後の課題

成 果

・ 構想メモを継続的にとることによ り、解決に向けての見通 しをもてるようになってきた。

・ 解決に向けての手がか りを得ることにより、意欲的に、筋道立てて取 り組む姿が見 られるよう

になった。

・ 友達に分かるように根拠 に基づいて説明できるようになってきた。

・ 話し合いの観点を段階を追って進めることで、見通 しをもち筋道立てて考えるよさが感じられ

るようにな り、数学的な考え方が育ってきている。

課 題
・ 見通しをもたせるまでの支援の在 り方 について、更に研究を深めて いく。

・ 比較検討の場面で、観点を明確にするために、発問をさらに工夫 していく必要がある。
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